























2009 年までの J リーグ拡大期までを分析を福原（2009）が行っている。また、鈴木
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１９９３年に J リーグ（公益社団法人 日本プロサッカーリーグ）が誕生して２０年が
経過した。スタート当時１０チームだったチーム数も現在では J1・１８チーム、J2・２
２チームの全４０チームとなり、２０１４年シーズンからは J3 も開設が予定され順調に




































まず、第二章で今日に至るまでの J リーグの歴史的な変遷を検証する。また、J リーグ
がクラブの事業構造について全体傾向と特徴的なクラブを抽出し、その収益構造の考察





























































上記の 10クラブにより、1993 年 5月に日本初のプロサッカーリーグとしてJ リーグが
スタートした。
6第二項 公益社団法人日本プロサッカーリーグ











'06年度 '07年度 '08年度 '09年度 '10年度 10年度構成比
Ｉ事業活動収支の部
１. 事業活動収入
①基本財産運用収入 0 0 0 0 0 0.0%
②入会金収入 60 40 120 20 20 0.2%
③会費収入 981 985 1,026 1,085 1,106 8.9%
④事業収入 11,671 11,317 11,699 11,670 11,245 90.9%
協賛金収入 4,347 4,201 4,624 4,729 4,523 36.6%
Ｊリーグ主管試合入場料収入 335 209 223 172 160 1.3%
放送権料収入 5,341 5,278 5,323 5,197 4,851 39.2%
商品化権料収入 723 680 613 698 588 4.8%
その他 925 949 916 874 1,125 9.1%
事業活動収入計 12,712 12,342 12,845 12,776 12,372 100.0%
２. 事業活動支出
①事業費支出 10,576 10,226 10,522 11,986 11,574 94.4%
リーグ運営経費 2,791 2,627 2,966 2,970 2,646 21.6%
クラブへの配分金 7,532 7,196 7,027 7,066 7,351 59.9%
その他 253 403 529 1,950 1,577 12.9%
②管理費支出 1,731 1,973 2,073 675 688 5.6%
事業活動支出計 12,307 12,200 12,595 12,661 12,262 100.0%
事業活動収支差額 405 143 250 116 110
II 投資活動収支の部
１. 投資活動収入 269 179 119 81 226
２. 投資活動支出 21 281 202 694 130
投資活動収支差額 248 ▲102 ▲84 ▲612 96
III財務活動収支の部
１. 財務活動収入計 150 0 0 0 0
２. 財務活動支出計 140 0 1 7 15
財務活動収支差額 10 0 ▲1 ▲7 ▲15
IV予備費支出 0 0 0 0 0
当期収支差額 663 40 166 ▲504 191
前期繰越収支差額 534 1,197 1,237 1,403 899










計上し、残りの 60％を分配金として一定の比率で J1,J2 すべてのクラブ分配している。
J1 では浦和レッズの額が大きく 2 億 6 千 200 万円、最小がヴィッセル神戸とサガン鳥栖
で 2 億 200 万円となっている。浦和レッズにとっては総収入額の 5％だが、サガン鳥栖で
は13.8％を占めている。またJ2では最高額が松本山雅FCの 1億 1800 万円、最小額がロ
アッソ熊本、大分トリニータの8300万円となっている。J2では町田ゼルビア（2013シー
ズンから JFL に降格）や水戸ホーリーホックは分配金の総収入に占める比率が約 20％に
上っている。J2 や J1 でも事業規模の小さいクラブはこの公社・J リーグからの分配金の
比率は大きく、クラブ運営の貴重な原資となっている。
第三項 Jリーグのビジョン、コンセプト





























































1 浦和 5,353 1,988 37% 3
2 鹿島 4,160 720 17% 11
3 名古屋 3,993 799 20% 7
4 Ｆ東京 3,865 817 21% 10
5 横浜ＦＭ 3,717 783 21% 4
6 柏 3,551 576 16% 6
7 清水 3,449 623 18% 9
8 磐田 3,391 403 12% 12
9 大宮 3,344 329 10% 13
10 Ｇ大阪 3,285 529 16% 17
11 広島 3,176 551 17% 1
12 川崎Ｆ 3,073 558 18% 8
13 Ｃ大阪 2,618 495 19% 14
14 新潟 2,405 661 27% 15
15 仙台 2,303 764 33% 2
16 神戸 2,250 454 20% 16
17 鳥栖 1,454 495 34% 5
18 札幌 1,347 397 29% 18










































































































































1 柏 3,551 576 2,047 28% 355% 58% 1043 6 -6
2 名古屋 3,993 799 2,009 40% 251% 50% 1263 7 -257
3 浦和 5,353 1,988 1,910 104% 96% 36% 2265 3 151
4 鹿島 4,160 720 1,888 38% 262% 45% 1517 11 -68
5 大宮 3,344 329 1,787 18% 543% 53% 827 13 0
6 Ｇ大阪 3,285 529 1,707 31% 323% 52% 955 17 4
7 横浜ＦＭ 3,717 783 1,601 49% 204% 43% 1528 4 -629
8 Ｆ東京 3,865 817 1,574 52% 193% 41% 1039 10 145
9 磐田 3,391 403 1,437 28% 357% 42% 1013 12 170
10 川崎Ｆ 3,073 558 1,428 39% 256% 46% 1090 8 33
11 広島 3,176 551 1,412 39% 256% 44% 912 1 223
12 清水 3,449 623 1,281 49% 206% 37% 1444 9 129
13 神戸 2,250 454 1,157 39% 255% 51% 660 16 -296
14 仙台 2,303 764 1,079 71% 141% 47% 769 2 32
15 Ｃ大阪 2,618 495 969 51% 196% 37% 749 14 63
16 新潟 2,405 661 940 70% 142% 39% 791 15 44
17 鳥栖 1,454 495 610 81% 123% 42% 541 5 90
18 札幌 1,347 397 495 80% 125% 37% 485 18 -38









































1993 年にスタートした J リーグは目新
















































出所：Jリーグ スタジアム観戦者調査2012 サマリーレポート （2012)
観戦頻度に関しては、J1 クラブのスタジアム観戦者の平均観戦回数は 11.7 回である。観
































近年の J リーグに関する分析は、成熟期（2004 年以降）の分析を中心に参照した。
これは 2002 年の日韓ワールドカップを境に現在の J リーグ市場が確立されたとの認識




J リーグクラブの事業規模は、J1 最大の浦和レッズレッズで売上高 56 億、営業利益
1.5 億円であり、最小は J2 水戸の売上高 4.8 億円、営業利益 4 百万円となっている。浦















































































（2008）では 1993 年から 2005 年の観客数を従属変数に 5 ジャンル 21 要因を説明変数に
した回帰分析を行っている。説明変数は 1.経済的要因（チケット価格・移動距離・ダー



























































の 4 つの価値に分類し分析を行っている。この研究ではその分類に従い、2008 年 11 月




























を行っている。J1,J2 全 40 チーム対象で各チーム約 400 名から 500 名のサンプル数、





で J リーグクラブのサービスに関する満足度調査を行っており、2012 年の調査では 2011
























下記の因果関係モデルを分析結果として得ている。この研究では 2013 年 2 月上旬にイン
ターネットで調査が行われ、対象は 2012 年ジーズンの J1 所属（18 チーム）となってい
る。この調査が特徴的なことは、①各クラブのサンプル数が100前後と比較的ばらつきが
少ない、②男女比が 6：4～8：2 と J リーグが毎年行っている観戦者調査の比率に近い、
③調査対象年齢が 30 代～50 代が中心でこちらも観戦者調査からの観戦者の平均年齢に近
い、④2012シーズンにホームスタジアムで1回以上観戦している人を調査対象とし年に2

































プロ野球の満足度と平均入場者数の相関に関して、2010 年 1 月下旬調査の各チームの







阪神 44320 61.57 0.479
巨人 43520 65.39 0.659
中日 33413 63.04 0.566
ソフトバンク 31854 59.1 0.532
日ハム 29370 77 0.577
広島 26629 61.15 0.464
西武 21149 63.18 0.5
ロッテ 20350 57.76 0.466
ヤクルト 18565 54.2 0.479
横浜 17512 46.18 0.354
オリックス 17495 52.64 0.394
































































の 2176 円から 622 円、約 30％も安い。この値は一人あたり単価が 3192 円の浦和レッズ











J リーグでは上記のように広告料収入が入場料収入の平均で 2 倍あり、40％と最も大き
な比率を占めている。一方 DeloitteAnnualReviewof FootballFinance2013 ではイギリス
のプレミアリーグの入場料収入も 23％と現在は高くない。これは J リーグでは J リーグ
配分金に含まれる放映権収入が 50％と非常に高いため、相対的に入場料収入の比率が低









































































































































































































鳥栖 495 166 329 20 53 5 15
FC東京 817 551 266 19 48 10 9
清水 623 522 101 10 49 9 1
浦和 1918 1821 97 15 55 3 12
広島 551 458 93 7 64 1 6
札幌 397 310 87 21 14 18 3
柏 576 496 80 1 52 6 -5
仙台 764 689 75 4 57 2 2
神⼾ 454 392 62 9 39 16 -7
C大阪 495 449 46 12 42 14 -2
川崎F 558 554 4 11 50 8 3
大宮 329 325 4 13 44 13 0
横浜FM 783 795 -12 5 53 4 1
名古屋 799 814 -15 2 52 7 -5
磐田 403 424 -21 8 46 12 -4
⿅島 720 754 -34 6 46 11 -5
新潟 661 701 -40 14 40 15 -1


































順位2012 Pearson の相関係数 -.469*
有意確率 (両側) .049
N 18
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。
*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。
回帰式は



















































相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。




















































































































浦和 63700 63,700 1988
横浜FM 72327 58,945 783
広島 50000 50,000 551
FC東京 49970 49,970 817
新潟 42300 42,300 661
⿅島 40728 40,728 720
札幌 41484 32,640 397
神⼾ 30132 31,007 454
名古屋 40000 30,588 799
C大阪 47000 29,853 495
鳥栖 24490 23,168 495
清水 20281 22,081 623
G大阪 21000 21,000 529
川崎F 20693 20,693 558
柏 15349 19,923 576
仙台 19694 19,694 764
磐田 15165 17,266 403















































































































































































































































































































































































スキー（2009）では『W 杯は W 杯開催地クラブ（新スタジアムの恩恵を授かっているクラ
ブ）の地域市場を活性化させ当該クラブの観客数を増加させた【地域市場効果】』と『W
杯はW杯開催クラブ（新スタジアムの恩恵を授かっているクラブ）のスタジアムキャパシ



























象が年間 2～3 回程度の観戦回数のファンを対象に調査されているが、J リーグの観戦者
調査によれば J1 の観客の観戦頻度は中央値で 11 回、36.2％が 19 回以上スタジアムで観













が検証された。また、J リーグのほうが相関係数が高いのは、プロ野球は 1 チーム年間























































































響を分析した研究は 2009 年までの J リーグ拡大期までを分析した福原（2009）しかな
い。
















































































































一部のプロ野球チームは J リーグの登場に危機感を募らせ、J リーグが志向する地域密着
や観客参加型スタジアム作りを彼らなりのやり方で取り入れ、ロッテや西武では一定の成




重ねることで人気を獲得し入場料収入を増やした。J リーグで優勝した翌年の 2007 年に
行われた『AFC アジアカップ 2007 3 位決定戦 日本代表 対 韓国代表』の日本代表メ
ンバーには 3 名（鈴木啓太・阿部勇樹・坪井慶介）の選手がメンバー入りし、うち 2 名
77










一方 2007 年からスカイパーフェク TV（スカパー）が優先放映権を獲得。J リーグの








タジアムの規模は、J リーグが 2013 年から施行しているクラブライセンス制度により、1
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